
■新分野と新天地■ 

ほぼ週刊【松村拓也のメールマガジン】第 304号 

こんにちは、松村拓也です。 

E-Mailと Facebookで松村拓也の活動についてほぼ毎週お届けしています。 

ご意見、ご質問大歓迎です。 

オンラインの議論をご希望の方は、気軽に返信ください。 
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1. トピックス：3/1 名栗の森 のリモート例会 

 

名栗の森オーナーシップクラブは、埼玉県飯能市にある名栗湖畔の山林を、所有者の仲間になってメンバー全員

がオーナーとして山林の利活用を考える会員制のクラブです。 

詳しくは http://land-resource.org/naguri/ 

当クラブでは、毎月第 4日曜日に、森で例会を開催してきたのですが、今年はコロナ対策の正念場と考え、集団

活動の呼びかけを自粛して、毎月オンラインで例会を行うことにしました。 

そこで、開催日時も第 4日曜日の日中に固定せず、毎月 1日の 20-22時とし、曜日を変えて開催します。 

・ 

また、今年度は森での活動を行わないので、3万円の年会費（2,500 円／月）を 12,000 円（1,000円／月）とい

たしますので、割安で入会できるチャンスでもあります。 

興味のある方は、リモート例会にご招待いたしますので、このメールに返信ください。 

 

次回の例会 

日時：3月 1日（月） 20～22時 

場所：zoomで開催、参加者に情報をお届けします。 

費用：一般 1,000 円、会員及び同伴者は無料 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

2. ブログから：新分野と新天地 

 

先日開催した「Wordpress ど素人入門講座」が、とても好評だったのでご報告したい。 

ど素人講座とは、ど素人がど素人から学ぶ講座のこと。 



僕は、1995年ころから自分でホームページを作り続け、作成や運用を外注したことがない。 

そしてこれまで、ホームページの作り方について正式に学んだことはなく、得意の独学でやっている。 

もちろん自己流には限界があり、初歩的な技術だけで素朴なページしか作れない。 

でも、僕にとって一番大切なことは、思い立ったらすぐに作って、できたものを見ながら考えること。 

だからこれまで、このやり方に疑問を感じたことは、一度もない。 

・ 

今年は日本土地資源協会の活動を、新たな仲間を作ることで広げたいと考えて、ホームページを改修する中で、

会員紹介のページを作り、会員が活動状況を発信するサイトを紹介しようと考えた。 

すると、自分の取組をまだ web発信していない会員がたくさんいることに気が付いて、そんな会員の専用ページ

を作ることにした。 

まずは僕が勝手に簡単なページを作り、その会員と議論しながら中身を整えていこうと思う。 

こうした作業を通じて、会員のプロジェクトがより具体化していけば、まさに一石二鳥だ。 

そんな時、会員のＮさんから「松村さん、いい機会なのでWordpress そのものを教えていただけませんか？」と

連絡を受けた。 

僕が即座に「いいですね、やりましょう！」と快諾したのは、言うまでもない。 

・ 

こんないきさつで、2/16火曜の 11 時から、横浜の「いづみ co&work」でセミナーを開催した。 

急遽公開セミナーにして参加者を募集したところ、Yさんから申し込みがあり、2人の生徒が集まった。 

まずは、いくつかのサイトを見ながら Wordpress の概要を説明し、次にＮさん用に作ったサイトの内部にアク

セスして、一通りの操作をしてみる。 

そして最後に、「㈱なのに」のサイト内部をお見せしながら、ブログデータの活用についてご覧いただき、

Wordpressの操作を一通り体験した。 

これでちょうど、2時間くらいかかったので、あとはランチを食べながらの意見交換だ。 

・ 

昔の ITは、分厚いマニュアルとの戦いだったが、現代の ITは「適当に」使いながら理解して、疑問があれば調

べて学ぶスタイルだ。 

でも、はじめの一歩が踏み出せないと、使い始めることができない。 

そんな時、僕の「ど素人セミナー」は、とても役に立つだろう。 

実は、今回のセミナーを提案してくださったＮさんとの出会いは、一昨年の夏「地主の学校」だった。 

当時の僕は、「地主の学校」の書籍化を目指してようやく原稿を書き終えたところだった。 

周囲から「面白い」と言われたから書いてみたけど、原稿を読み返すとつまらない。 

だから僕は、ふてくされてブログに愚痴を書いていたら、いきなりすごいメールが飛び込んできた。 

Ｎさんからのメールタイトルは、なんと「地主の学校入学希望」だった。 

・ 

そもそも僕は、研究者でも教育者でもない、ただのおじさんだ。 

だが、土地や建物がきちんと継承されず、放置や放棄が増える中、昔はそうならないように努める役割があった

のでは…と考えた。 

そして、それが「地主」ではないかと気づき、地主について調べてみると、地主や土地所有者に関する学問や学

校は存在せず、それを客にする不動産業ですら扱う大学は一つしか見つからない。 

このように、学ぶ学問や教える学校がない分野を新分野と呼ぶなら、世界は新分野に満ち溢れているだろう。 

そして、その新分野に迷い込んだ人を「玄人・プロ」とは言いにくいなら、「素人・アマチュア」と呼ぶしかない

ではないか。 



・ 

今回「Wordpress ど素人入門講座」をやってみて、改めて僕は気が付いた。 

僕はこの講座で「Wordpressのプロ」を目指すのでなく、あくまで「素人」を目指している。 

つまり、Wordpress を「うまく使えるようになる」ことでなく、「適当に使いこなして自分の取組に役立てる」

ことなんだ。 

自分の取組が周囲に認知され、多くの人が真似たり応用するようになった時、初めてそこに教える人が現れて、

上手な玄人が現れる。 

そして、まだ玄人のいない新天地に乗り込めば、玄人は大活躍できるだろう。 

だが、まだ玄人どころか認知すらされていない新分野を見つけても、はじめはなにも起こらない。 

それを見つけて訪ねてくるＮさんのような人こそが、新分野を新天地に変えていく人だと僕は思う。 

だから僕は、あなたからの問い合わせを心待ちにしている。 

 

http://nanoni.co.jp/20210222/ 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 

3. 今週のお誘い 

【凡例】 

■リモート、２ｍ面談など歓迎：方法をご提案ください 

○面談歓迎：来て下さればあなたの面談を優先。 

◎呼出歓迎：あなたのお誘いを優先、訪問可能。 

●同行可能：僕の訪問先にお連れできます。 

★参加可能：あなたも参加可能な予定です。 

△同席不可：予定の前後は面談可能です。 

▲留守不在：すみません、留守のためお許しを。 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

（火）02/23 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（水）02/24 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

（木）02/25 ■〇◎笑恵館作業日 13-17時 

   13-14時 △UST打合せ（駒場） 

 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

（金）02/26 ■〇◎なのに作業日 10-21時 

09-10時 △健康診断 

14-15時 ●神戸さん展覧会（恵比寿） 

16-18時 △HFA会議（渋谷） 

（土）02/27 ■〇◎笑恵館作業日 09-17時 

10-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

（日）02/28 ■〇◎休業日 

（月）03/01 ■〇◎なのに作業日 09-21時 

   16-18時 △世田谷区役所 T部長面談（三茶） 

20-22時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 3月例会（リモート） 



 

■その後の予定 

03/02 09-17時 〇アントレハウスいづみ（反町） 

03/06 09-17時 〇アントレハウス笑恵館（笑恵館） 

03/11 14-16時 ★一宮庵クラブ運営会議（成城） 

03/11 16-17時 ★日本土地資源協会経営会議（笑恵館） 

03/11 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

03/12 20-21時 ■カプラー起業交流会（リモート） 

03/13 10-12時 ■複式簿記講座＠笑恵館（笑恵館） 

03/14 14-16時 ■チャレンジアシストプログラム報告会（リモート） 

03/17 13-15時 ▲紙敷発表会（東松戸） 

03/18 13-17時 ★なるほどデイ（笑恵館）・ 

03/18 20-22時 ■笑恵館オンライン同窓会（リモート） 

03/25 17-19時 ★笑恵館クラブ運営会議（笑恵館） 

04/01 20-22時 ★名栗の森オーナーシップクラブ 4月例会（リモート） 

 

松村の予定はこちらで随時公開しています。 

http://nanoni.co.jp/schedule 

 

・・・・・・・・・・・・・・・ 

4. アクセスポイント：問い合わせ先 

 

松村拓也 

メール takuya@nanoni.co.jp 

携 帯 090-9830-3669 

自 宅 株式会社 なのに(平社員) 

〒226-0016 神奈川県横浜市緑区霧が丘 3-15-1 

http://nanoni.co.jp/ 

職 場 一般社団法人 日本土地資源協会(代表理事) 

http://land-resource.org/ 

笑恵館 〒157-0073 東京都世田谷区砧 6-27-19 

http://shokeikan.com/ 

フェイスブックグループはこちら 

https://www.facebook.com/groups/atamanonaka/ 

まぐまぐ版はこちら 

https://www.mag2.com/m/0001693746 

 


